
沿岸魚類資源動向調査

1.底生魚類調査

小向貴志

はじめに

本県沿岸域の底魚資源の分布量・発生量を調査し、資源量推定や資源変動メカニズムについての基

礎情報を収集することを目的とする。

調査期間

調査船

調査漁具

調査内容

平成 12年4月~平成 13年 3月

青鵬丸(青森県水産試験場所属調査船、 65t) 

オッタートロール

(袖網長7.5m、身網長 11.8m、網口幅2m、コットエンド長は2.6mの3重構造で、内

網目合い llmm、中網20mm外網が 45mmとなっている)

調査海域 日本海及び太平洋海域

曳網速度 2.5ノットを目安に行う。

曳網時間 30分を目安に、底質の状況や付近の操業船等を考慮、に入れ調査を行った。

サンプノレ処理 スケトウダラ、ホッケ等多量に漁獲される種は船上で個体数と重量を測定し、ラン

ダムに抽出した個体50尾程度を目安にパンチングし、数十個体を精密測定用に冷凍保

存し、サンプルとした。なお、マダラ 0+等稚魚は原則として全数持ち帰って測定した。

その他、カレイ類、ソイ、イカ類等についても極端に多獲されない限り全数冷凍保存

し、持ち帰り測定用サンプルとした。多獲された場合は数、重量を船上で測定し、ラ

ンダムに抽出した個体50尾程度を目安に持ち帰り測定した。

大型魚(例サメ類)は船上で l尾単位で全長、重量を測定した。

漁獲された魚類は出来る限り低位の分類群まで種査定した。

測定項目 カレイ類は全長・体長・重量・雌雄・生殖腺重量・胃内容・胃内容重量・内臓除去

重量を測定した。その他の魚は全長・体長(イカ類は外套長)、重量を測定した。

海洋観測 操業中は、オッタートボード間隔、曳網水深・速度等、を魚網監視装置 (Scanmar社

製 RX-400)で計測した。調査点毎にCTDによる海洋観測を行った。

曳網距離計算 曳網距離はネット着底からネット離底までとし、北川・服部1)の方法で計算した(図A)。

曳網面積計算 曳網距離×トロールネット袖先間隔=曳網面積とした。

推定分布重量 調査時期別に調査水深50'"'-'100mを水深150mJ、100'"'-'200mを1150mJ、200'"'-'300 

mをi250mJ、300'"'-'400 mをi350mJと水深を層化し、各層の合計漁獲尾数及び曳網

面積から水深別単位面積あたり分布重量を求めた。

水深別単位面積あたり推定分布重量=層化水深別漁獲重量/曳網面積 とした。

※トロールネットの採集効率は lとした。



全長組成 今回、魚種の体長組成を面積ー密度法による引き延ばしを行った。その方法は以下

に示すとおりである。

①各調査点ごとの全長・体長組成を曳網面積 1kniあたりの組成に引き延ばす。

②その組成を層化水深別海域面積と乗じることで、層化水深別現存組成が出される。

③各層化水深別現存組成を合計することで、調査海域における体長組成が算出される。

※層化水深別海域面積は日本海については、大戸瀬崎と小泊崎から緯度に平行して沖出

しした線と、太平洋については青森県一岩手県県境と六ヶ所410 OONから緯度に平行

して沖出しした線と、等深線50""'-'100 m、100""'-'200m、200""'-'300 m、300""'-'400 m 

に固まれた海域面積を、等深線図から面積切抜き重量法により求めた(表A)。
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図A.曳網距離計算方法の模式図

L l:ネット着底~巻き上げ開始までの距離 Lz:巻き上げ開始~ネット離底までの距離

W j :巻き上げ開始時ワープ長 Wz:ネット離底時ワープ長

D :水深 S:巻き上げ開始~ネット離底までの船の移動距離

曳網距離=Ljん=Lj+S+f" (W/ -D2  ) -f" (W22 -D2  ) 

日本海

層化水深(m) 50 150 
海域面積(km)ι 222 406 

表A 層化水深別海域面積

結果(日本海)

1.日本海海域

図lに示した調査地点において、 2000年 4月26日""'-'2001年

3月9日の期間中、 30点で調査した。

なお、調査海域は「日本近海底質図J2) によると細砂、粗砂磯

となっている。

表 1-1に層化水深別、調査回数・曳網距離・面積を、表 1-2

に水深別単位面積あたり推定分布重量を示した。

表 1-1 層化水深別・曳網回数・面積
温孟温直 4726;"5l25 

…!lj防相"，)……日ー 切 150 250 360 

… 奥網周敏 … Z 431  
曳網鼠櫨(m) 48鈎 11386 11306 3733 

宣銅面積軒 (km) 0.01抱 0.126 0.120 0.043 

調査湖町 8/9-10/6 

層化水深恥} 叩 15市
~.網国債 •••• .，........... ..~ … .........~ 

曳網臨旭川) 7720 73帽
曳網面積計 (knO 0.0飽 0.079 

調査期間 自/9四 10/6

… 層住本軍事jI1..t…一一 : 一 切 …一 ...1雪尚一一一一一一
"一環網周費耳 目"…。 。一一一 一…旦…

250 350 
1… 1 
6658 4858 
0.067 0.05-4 

250 350 
5 2 

太平洋

曳網臨雌(m) ー 7977 
皇鍋面種世t(km) ・ 0.0槌

17358 5210 
0.191 0.057 図l 日本海調査地点図
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主要漁獲物調査結果

ハタハタ
園干庖
180 

140 

いずれの期間の調査においても水深 135m以深の漁獲で、あった。:;:

4/26 -----5/25の調査では岩崎沖を除き、 135m以深のいずれの

調査海域でも漁獲がみられた。十三 135mで854尾/krriと出来

島205mで、 2，127尾/krriと大きい値がみられた。体長範囲は

73 -----241mmで、 100mmにモードをもっ個体群で、あった。

8/9 -----10/6の調査では出来島 350mで体長 168mmのl尾のみ

漁獲された。
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自目目 圃.LLU
100 150 200 250 

1/31 -----3/9の調査では高山 250mで11， 346尾/krri、290mで

は6，847尾/krriと大きい値が得られた。体長範囲は67-----232 

m で、 70・140mmにモードをもっ個体群で、あった。面積密度法

により引き延ばした体長組成を図トlに示した。

図 1-1 ハタハタ体長組成
体長(mm)

マダラ
圏平属
35 

30 

4/26 -----5/25の調査では「タラ場」とよばれる十三~高山水深 25
4/26-5/25 

135 -----216mで主に神獲がみられ、 258""'940尾/krriの値が得られ?:

た。体長組成では 1999年級群の 1+と考えられる 150mmをモード:

にもつ個体群と、 2+と考えられる個体群が漁獲された。漁獲の 61

みられた地点の底層部水温は 7.6-----9.10Cであった。
50 

8/9'"" 10/6の調査では高山~出来島の水深200mで主に漁獲が 30

みられた。これらは体長80mmをモードにもつ、 2000年生まれの 20

0+と考えられる個体群であった。 1+以上と考えられる個体はほ 。
とんど漁獲されなかった。漁獲のみられた地点の底層部水温は 25 

4. 6 ""' 6. 50Cであった。
20 

15 

1/31'"'-' 3/9の調査では体長 120mmをモードにもつ 1+になった 10

ばかりの個体群と 2+以上の個体群が漁獲された。
5 

二a
8/9-10/6 

11，1， 

1+の個体群は主に、高山沖水深250mで漁獲され、同海域におい 50 150 250 湖 450 550体長{沼

図 1-2 マダラ体長組成
て6，991尾/krriの値が得られた。 2+以上と考えられる個体群は

高山水深250m以深で、主に漁獲が見られ、 131""'311尾/krriであった。面積一密度法による調査海域引

き延ばし結果を図 1-2に示した。

スケトウダラ

4/26'"" 5/25の調査では高山~出来島の水深216'"'-'304mで2，113'"'-'2，556尾/krriと大きな分布密度が

みられた。 1999年級群と考えられる体長140mmをモードにもつ個体群と 280・360mmをモードにもつ2+

以上の年級群が漁獲された。

主に漁獲のあった地点の底層部水温は1.9、2.6、7.90Cで、あった。それ以上の水温でも漁獲はあっ
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8/9 ----10/6の調査では十三~高山の水深70----100mにおいて

漁獲がみられた。調査期間中の胃内容物はエピ・アミ・ゴカイ・

クモヒトデであった。生殖腺については、成熟した個体は認めら

れなかった。

1/31----3/9の調査で、は漁獲はなかった。面積一密度法による調査海域引き延ばし結果を図1-4に示した。

B'f属

たが、 0----65尾 /krrlと小さな値であった。 開

閉 ~ 日/5の調査で、は出来島~高山水深300m前後でのみ漁獲 ; 

がみられた。体長組成では4/26----5/25の140mmをモードにもつ却

個体群が 190阻をモードにもつ個体群に、 280mmをモードにもつ

個体群が 310mmをモードにもつ個体群に成長したと考えられる体

長組成であった。

1/31 ----3/9の調査では高山 250----290mにおいて、体長 100阻

周辺にモードにもつ、新規加入群と考えられる個体群と 2+と考 z」

えられる 220mm周辺をモードにもつ個体群、 3+以上と考えられ 150 

る個体群が漁獲された。面積一密度法による調査海域引き延ば 。

し結果を図 1-3に示した。

マガレイ
圏乎圃

ら凶山れ枇たが 体傾長 115，14位2 即 16L 2お捌叫6伺伽8加阻

4/26 ----5/25の調査では十三~岩崎沖水深70----135mで棟、獲は

あった。

マコガレイ

4/26-5/25 

10 

8/9-10/6 

10 

1/31-3/9 

50 

剖 100 150 200 250 300 350 400 450 

体長加m)

図1-3 スケトウダラ体長組成
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図1-4 マガレイ体長組成

陽平.

4/26 '" 5/25の調査で、は岩崎沖水深 100mで体長89mmのl個体 :r 
が 持獲され ただけであった。e___:::___:

8/9 ----10/6は高山~出来島の水深70----100m前後で漁獲がみら OE - - 1 0 0  150 2回

図1-5 マコガレイ体長組体長(mm)

8/日 0/6 I 

自 国圏 | 
自 由自 | 
圏 圏盟国国語 車|

れ、 0+と考えられる、体長73・80mmの個体が高山沖で漁獲された。

1/31'"'"' 3/9の調査で、は漁獲はなかった。

調査期間中の、胃内容物は主にアミ・ゴカイで、あった。生殖腺については、成熟した個体は認めら

れなかった。 8/9----10/6の面積一密度法による調査海域引き延ばし体長組成結果を図 1-5に示した。

ヤナギムシガレイ

本種はヒレグ、ロとは近縁種であるが、漁獲水深はヒレグロよ

りも浅い海域である出来島~高山の 100m前後で漁獲があった。

8/9'"'-' 9/21の調査でのみ漁獲があった。漁獲体長は 113----181mm 

図1-6 ヤナギムシガレイ
であった。胃内容物はアミ・ゴカイ等であった。雌GSIは0.2----

5. 3であった。面積一密度法による調査海域引き延ばし体長組成結果を図 1-6に示した。

圏平思

。
1国 1副 体民mm)
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ヒレグロ

4/26"-3/9の調査期間中、漁獲があった。

4/26 "-5/25の調査では岩崎~十三いずれの海域において

叫られた ー…伽であった漁獲 l 
体長は61"-256mmであった。

8/9"-10/6の調査では出来島200"-300mで主に漁獲がみ

られた。漁獲体長は46"-182mmであった。漁獲体長は72"-

187mmで、あった。

1/31 "-3/9の調査では高山 250"-300mで大部分の漁獲が

圏平尾
30 ， 
25 f 

20ト

15ト

10 f 
5 f 
o '---" 

「一:_4/26:::'5/25j

圃 I
E.  I _・ i
E.. • I圃1.1 •• I 
目， .11， .園田園田 111，1.1.，1， L ， 

園自 作州
-111 

E 11111 
a8，1，'， 1， ，1，1，1111 ... 

1/31-3/9・・・ | 
E 11 I 

E 11 11 .1  I 
E 111111 
E圃，_ー_，_UIII，I，II.， ， _，_I 

50 100 150 200 250体長(mm)

みられた。漁獲体長は 72"-287mmであった。 図1-7 ヒレグ、ロ体長組成

調査期間中の胃内容物は主にアミ、員類、ゴカイ等であった。

雌GSIについては、 4/26"-5/25の調査では0.1"-13.9， 8/9 ----10/6では、 0.3"-2.6、1/31"-3/ 

9ではo.1 "-7. 1であった。面積一密度法による調査海域引き延ばし体長組成結果を図 1-7に示した。

アカガレイ

4/26 "-5/25の調査では十三~出来島の水深 135----216m 

で漁獲がみられたが、主に水深200m前後の海域で漁獲され

た。特に高山の水深216mでは2，632尾/knfと大きな値が

得られた。体長は96"-267mmの範囲であった。

8/9"-10/6の調査では出来島の水深97"-303mにおいて

漁獲がみられたが、特に水深203mの海域で、 631尾/knfの

大きい値が得られた。体長は64"-208mmの範囲で、あった。

1/31"-3/9の調査では十三~高山の水深 138"-304mで持、

: t11...1.11.11.1，.1.，. 

;ト l

;ト=+・

4/26-5/25 I 

. ーー l 

「土

J
50 100 150 200 250 300体長(mm)

図1-8 ヤナギムシガレイ体長組成
獲がみられたが、特に高山沖水深251----304m海域で、 140"-

194尾/knfの値が得られた。体長は80"-349mmの範囲であ

った。胃内容は主に貝、クモヒトデ、エピ類であった。雌GSIは4/26"-5/25ではO.2 "-3. 2， 8/9----

10/6ではO.5'"'-' 1. 1、1/31----3/9では0.2----21. 0であった。面積一密度法による調査海域引き延ばし

体長組成結果を図 1-8に示した。

ウロコメガレイ

本魚種は日本海カレイ目総漁獲数 1，599尾のうち、 1，067

尾と、カレイ目全体の 67%を占め、 4/26'"'-'3/9の調査期間

中いずれも漁獲された。

4/26'"'-' 5/25の調査では高山~出来島の水深205----302mで

主に漁獲された。体長組成は 186"-321mmであり、 170mmを

モードにもつ個体群であった。

8/9'"'-' 10/6では体長 190、228、238mmの3個体のみ漁獲された。
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図1-9 ウロコメガレイ体長組成



1/31'" 3/9の調査では高山 250'"304mで主に漁獲された。体長組成は80'"247mmであった。雌GSI

は4/26'" 5/25で0.8'"24. 6であった。胃内容物はアミ類がほとんどで、クモヒトデもみられた。面

積ー密度法による調査海域引き延ばし体長組成結果を図 1-9に示した。

スノレメイカ

スノレメイカは4/26.......5/25、8/9'"10/6の期間中漁獲がみら

れた。

圃平尾

j( 白 当
主

4/26....... 5/25では出来島205'"215mにおいて主に漁獲がみら
80r 

れた。外套長組成 110'"147mm であった。これらは、秋~冬生:~
初 f

まれ群と考えられる。 t

8/9'" 10/6は外套長50、120・210mmをモードにもつ複数の

発生群と考えられる個体が漁獲された。面積一密度法による調

切 1∞ 1田宮∞ 250
外事長(mm)

図1-10 スルメイカ外套長組成

査海域引き延ばし外套長組成を図ト10に示した。

ヤリイカ
圃平E

4/26'" 3/9の調査期間中、漁獲があった。 I

4/26 '" 5/25の調査では岩崎~十三までの水深98'"140mで 5 f 

主に漁獲があった。外套長組成は 135'"240mmであった。 ぷ:
8/9'" 10/6は主に出来島~高山の水深 100m前後で漁獲され認|

1∞ト
た。外套長組成は25'"150皿で、 50mmにモードがあった。 せl 

1/31 '" 3/9は高山 250mで神獲があった。外套長組成は 166'": r 

225mmで、 190mmにモードがあった。面積ー密度法による調査 2 f 

海域引き延ばし外套長組成を図 1-10に示した。 OLO 却

図 1-10
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1∞ 150 2ω 外蓄量(mm)

ヤリイカ外套長組成

その他入網物

・4/26'" 5/25調査分

層化水深50mにおいて漁獲尾数が多かったのはウナギガジで、全体の59%を占めた。これは岩崎沖

98mで、極端に多獲があったためである。その他では、エゾハリイカと考えられるコウイカ目、キン

カジカ、ニジカジカが多くみられた。漁獲重量ではウナギガジ、ニジカジカ、パパガレイ、トラザメ

が占める割合が大きかった。

層化水深 150mにおいて漁獲尾数が多かったのはホッケ、 トラザメ、ニジカジカであった。漁獲重

量ではホッケ、トラザメ、アプラツノザメ、キアンコウの占める割合が大きかった。

層化水深250mにおいて漁獲尾数が多かったのは、ホッケ、スケトウダラ 1+上、ウロコメガレイで

あった、その他ではハツメ、ノロゲ、ンゲであった。漁獲重量ではホッケ、スケトウダラ 1+以上その他

ではウロコメガレイ、ハタハタの占める劃合が大きかった。

層化水深350mにおいて、漁獲尾数が多かったのは、ウロコメガレイ、ホッケ、スケトウダラ 1+以上

のであった。漁獲重量ではウロコメガレイ、ホッケ、スケトウダラ 1+以上の占める割合が大きかった。
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• 8/9'" 10/6調査分

層化水深50mにおいて漁獲尾数が多かったのは、マダイ、アカムツ、マアジであった。その他では

スルメイカ、カナガシラであった。漁獲重量ではマダイが、カナガシラがその他ではマガレイ・アカ

ムツの占める割合が大きかった。

層化水深150mにおいて漁獲尾数が多かったのはトラザメ、ニギス、ヤリイカであった。漁獲重量で

はタコ類、スノレメイカ、ニジカジカ、ホッケの占める割合が大きかった。

麗化水深250mにおいて漁獲尾数が多かったのはマダラ 0+、その他ではスルメイカ、ヒレグロ、ニ

ジカジカであった。漁獲重量ではタコ類、スルメイカ、ホッケの占める割合が大きかった。

層化水深350mにおいて漁獲尾数が多かったのはホッケ、スケトウダラであり、全体の9割以上を占

めた。漁獲重量ではホッケ、スケトウダラの占める割合が大きかった。

.1/31--3/9調査分

層化水深150mにおいて漁獲尾数が多かったのは、トラザメ、ニギス、ニジカジカであった。漁獲重

量ではトラザメ、アプラツノザメ、ホッケ占める割合が大きかった。

層化水深250mにおいて漁獲尾数が多かったのはホッケ、スケトウダラ 0+、1+以上であった。漁獲

重量ではスケトウダラ 1+以上で、全体の7割以上を占めていた。

層化水深350mにおいて漁獲尾数が多かったのはウロコメガレイ、カンテンゲンゲ、ハタハタであっ

た。漁獲重量ではスケトウダラ 1+以上、ウロコメガレイの占める割合が大きかった。
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表 1-2 水深別単位面積あたり推定分布重量(kg/krrl) 
4/26-5/25 8/9-10/6 1131-319 

目 科 魚種 50、 150 i 250ι 350 50 150 250' 350 150 250 ' 350 
アシロ目 アシロ科 シオイタチウオ 1.1 
アンコウ目 アンコウ科 キアンコウ 7.4 66.0 31. 8円 0.4 2.7 
エイ目 ガンギエイ科 ガンギエイ科~ 22.2 83.6' 228.3 19.8 28.1 77.5 69.5' 139.6 
カサゴ目 アイナメ科 アイナメ 44.2 4.2 7.2 

15l3L.2338749目 053t 

ホッケ 67.6 1037.7 559.8、 1386.1 65.4 37.5' 19045.7 
ウラナイカジカ科 |ガンコ 。 2. 

“ー.....“~...←._..“

|セッパリカジカ 2 
|ウヲナイカジカ輯sp 与 3.0

カジカ科 アイカジカ

一」ぃ一一一gBI75L一Z631 坐昇a3 一一旦一0十ニ…一一一一一
0.2 

キンカジカ O. 0.0 2.5 O. 
=ジカジカ 40.6 18.0 1. 9' 
マYカジカ 0.1 
カジカ科目.

クサウオ科 |アパチャン 0.2 
|オオパンコンユャクウ刻 3 
|クサウオ 0.3 6.7 
|ピク= 0.1 0.4 0.9 色4

ケムシカジカ科 ケムシカジカ 7.0 
トクピレ科 サプロウ

ご三士コ三三日仁三十
6. 

ヤトギクピウオレ・
6 。

ヤトセクピトクレkピ科レ叩.
0.1 

ハオヨゼ科 ハオヨゼ 。l

フサカサゴ科

医務t 3.0 3.4 10.2 
2.5 0.4 

クロソイ 26.1 
r、ツメ 4.2 12.9 0.2 7.9 自 7
フサカサゴ .6 
ユメカサゴ 0.8 

ホウボウ科 際宇之…一一ト吋 31. 2 23.41 44. 0 20. 2 ' O. O' 8.8 
0.9 

カレイ目 カレイ科 アカガレイ 5 88.4 0.0 14.6 8 0.3 7 2.3 

援ι=
386 3822. 一一恥 8.6 1. 3 i 328.9 

20 12.2 3.4 4 9 3.5 
68.4 9 
3.2 5 6.8 s 16.9 3. 44.9 

20 .6 9.8 4 
マヨガレイ O. 14.2 
ムシガレイ 3.0 8 .9 

ヤカメナイレイ#タ科ガム叩シレイガレイ

2 

1.5 5.9 
4 

ヒラメ科 タマガンゾウピラメ 0.8 0.9 2.2 巴ー…ー
ヒヲメ 21. 3 10 

サケ目 =ギス科 =ギス 2.1 1.6 27.3 29.3 
スズキ目 アジ科 11イワリ

マアジ 5.2 0.2 
アマダイ科 アカアマダイ 3.8 
キス軒 シロギス 0.2 
ゲンゲ科

アカンゴデゲンンゲゲンゲ
24.3 6 

4. 38. 
タナカゲンゲ 1.5 0.6 

ゲノロンゲゲ輯ン叩ゲ
86. 132.9 3. 

0.7' 
スズキ科 アカムツ 9 10.2 7.6 。

アヲ 4.9 
タイ科 チダイ 0.9 

マダイ 6.3 60.8 0.1 
タウエガジ科

ナタメウナガダウエマギツガガカ#ジジンポ

1052.9 一……… 0.8 0.3 0.2 
2.2 

.4 4 75 .6 7 

.4 
テンジクダイ科 テンジクグイ 0.2 
トヲギス科 クヲカケトヲ#ス 0.5 
ーシキ#ンポ蒋 #ンポ ヨ5
ネズッポ科 ヌメリゴチ 0.7 0.9 

ネズミゴチ 0.1 
ハセ.科

rヨ、ぜモ科チsジpヤ2 叫h・.~.，.. . ‘ ・ ・.........園町"“+山川...... 叫明".，.... ...._.....崎.-"。
ハぜ科 ヤミハぜ 0.0 0.0 
ハタハタ科 /、タノ、タ 4.4ミ 121. 0 21. 4 1.2 0.9 i 102.2' 2.5 
ヒメジ科 ヒメジ 日。 3
ミシマオヨゼ科 アオミ t〆マ 6. 

一一一一一一一一ミシマオヨゼ 8.3 
タヲ目 タヲ科 ヨマイ 0.8 

二スマスFケケダY亨ヲトトO日ウウ+ダダ以上ヲラOド+以上 12.5. 446:S' iO2().1I 363.9 
3214377..04} 639l 

ト
8.8 42.5 

9.8 i 13.5 i 56.7 
チゴダラ輯 Z ゾイソアイナメ 37.4 

Yノザメ目 Yノザメ科 アプラツノザメ 95.8' 353.3 i 51. 2 
エシン自 カタクチイワシ科 カタクチイワシ 11. 5 1. 9' 
ノコギリザメ目 ノコ#リザメ稗 ノヨギリザメ 1.5 
ヒメ目 ヒメ骨 ヒメ 4.0' 
ブグ目 カワハギ科 ウマズラハギ 0.5 

ヲグ科 トラフグ 4.2 
メジロザメ目 ド手ザメ科 ホシザメ 182.0i 46.8' 

トヲザメ科 トヲザメ 163.3 605.5' 3.3 3. 1 214.7 2.9' 854.8 
ヨウジウオ目 ヨウジウオ科 ヨウヅウオ科叩 0.1 。。
コウイカ目 コウイカ科 エゾハリイヵ 12.9 0.4 0.6 0.3 7.0 

ダンゴイカ輯 ダンゴイカ!Jl 。l 1.5 4.3 1.1 4.2 1.8 
ワートカゲギス目 ムネエソ科 キ孟ヴリエソ 。。 0.0 
ツツイカ目 アカイカ輯 スルメイカ 0.7' 3.6 3.2 3.2 97.4 

ジンドウイカ軒 ジンドウイカ 0.4 0.8 。
ヤリイカ 2 7.8 6 16.7 2.2 1.4 3.8 

テカ#イカ科 f<スイカ 2.5 26.7 8.2 2.1 
八騎形目 マダコ科 タヨ煩 67.4' 13.5' 17.0寸 22.8 125.0 295.6 342.2 9.4' 
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結 果(太平洋)

1.調査海域

図3に示した調査海域において、 6/4"-' 6/9の期間

中、 4日間計8点 9/9"-' 9/14の期間中4日間計9点、

10/26'"" 10/31の期間中 3日間計6点、計23点調査を

行った。

調査海域の底質は「日本近海底質図J1) によると、主

に細砂、砂、粗砂、八戸沖の一部で磯となっている。

表 2-1に層化水深別、調査回数・曳網距離・面積を、

表 2-2に水深別単位面積あたり推定分布重量を示した。

表 2-1 層化水深別・曳網回数・面積

; 調査期間 6/12-6/18 

一贋贋If化己F本民漂{何111) 切…一… 1叩~I…ι 2荷250切o 一…………一一一一一一一一一一一一一

!豆網園霊叡!l: 3 3 3 1 

図2 太平洋調査地点図

10/24-11/9 

50 150 250 350 
4 2 2 0 

10194 5884 7368 0 

5副旭

一 一一一ー)農鰻腹膜Mふふ…思想……_~2J!史…ふ…明gL…よ…持病
;曳網面積計(kn'I) 0.081 0.099 0.075 0.055 -Iit了十…耐仁 o泌8 …百五00 吋

マダラ

6/4"-' 6/9の調査において、 2000年発生群と考えられ Z尾

港~塩釜沖の水深88"-' 1山の浅海域であった。中でも、 ::i

0+の体長組成は43"-'74mmであり、モードは 60mmにみ 20

るマダラ 0+の漁獲がみられた海域は北部のむつ小川原

塩釜沖88mで253尾 /krrlの大きい分布密度を記録した。

られた。漁獲がみられた調査地点の底層部水温は9.9 "-' 
10 15 20 25 30 35 40 45 50 55cm 

10.60Cであった。
図2-1 マダラ体長組成

l歳以上の個体は、主に水深250m以深でみられ、 0

歳魚の漁獲があった水深よりも深い水深で、の漁獲で、あった。二)11目沖水深359mで分布密度236尾/k

dを記録した他は63""""217尾/krrlであった。 1999年発生群の 1+と考えられる 20cm前後の個体3) は

わずかであった。一方針以上と考えられる体長35cm以上の個体群は比較的多く見られた。また l歳

以上の個体の漁獲がみられた調査地点の底層部水温は 3.3 "-' 9. 60Cであった。面積密度法により引き

延ばした体長組成を図 2-1示した。

10/24'"" 11/9の調査では水深の深い海域での調査回数が少なく、漁獲は少なかったが、むつ小川原

港水深250mで大きい分布がみられた。

スケトウダラ

6/4'"" 6/9の調査におけるスケトウダラ 0歳魚の漁獲水深は56'""204mで、むつ小川原沖水深204m

では 16，139尾/krrlと特異的に多獲された。その他の調査地点では501'"" 1， 671尾/krrlであった。今

回スケトウダラ O歳魚の漁獲がみられた地点の底層部水温は9.6'""10. 70Cの範囲であった。一方 1+

9-



以上の個体は、主に水深200m以深でみられ、特に小川原沖

250mでは 5，502尾/krriと特異的に多獲された。その他の海域

では254'"1， 752尾/krriであった。今回スケトウダラ 1+以上

の漁獲がみられた調査地点の底層部水温は 3.3 '" 9. 70Cの範囲

であった。 2000年発生の 0+と考えられる個体群の体長組成は

35'" 84mm、モードは60mm付近にみられた。 1999年発生群の

l歳と考えられる 20cm前後の個体4) はわずかで、あった。一方2

+以上と考えられる体長30cm以上の個体群は比較的多くみられ

た。

10/24'" 11/9の調査におけるスケトウダラは調査水深が深い

海域が少かったためか、 1+以上と考えられる個体の漁獲は少な

平尾
1臥拘

14∞ 
1200 

1町m

s∞ 
s∞ 
4∞ 
2∞ 。
。

手B
5∞ 

トー
8/4-&/9 

トー

トー

トー

圃 嗣周

ta ぷ量』園

10 15 20 お 30 35 40 45 50体長〈師)

10124-11/9 
4∞ 

3∞ 

2∞ 

100 

o 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50体長(cm)

図2-2 スケトウダラ体長組成

かった。 0+個体については、むつ小川原港沖250mにおいて 4，651/k rriと特異的に多獲された。その

他人戸沖245mにおいても 2，764/k rriと多獲された。また、 1+以上魚と考えられる個体は八戸沖245m

において漁獲があったが 92/knfとわずかであった。 110"-'120皿のモードをもっ個体群が漁獲された

が、これは6月の調査で確認された体長 60mmをモードにもつ個体群がに成長したものと考えられる。

面積一密度法により引き延ばしたスケトウダラの体長組成を図2-2に示した。ー

mでは 1，941尾/krriを記録した。その他の海域では62"-' 569尾/ 50! 

150 

10. 70C (漁獲のなかった八戸沖水深75mを除く)であった。漁獲さ

れた個体の体長組成は 111'" 408mm、モードは 150"-' 160mm付近に 1∞

501 

10/24'" 11/9の調査におけるバパガレイの漁獲水深は80'"245 0 

パパガレイ

6/4'" 6/9の調査におけるパパガレイの漁獲水深は56'"248m 

であるが、主分布水深帯は200m以浅の海域であった。百石沖 56

knfであった。今回漁獲がみられた地点の底層部水温は5.2'"

みられた。

mで漁獲があったが、主分布水深帯は200m以浅の海域であった。

小川原港沖90mで942/knfを記録したが、その他の海域では7"-'

平尾

200 

10124-11/9 

614-6/9 
150 

15 J
A
 

成

お

組長

初

体イレ

窃

ガマ、、

}

ノ
割
、
、
、ノ図2-3

213/k nfであった。漁獲された個体の体長組成は 117'"242皿、モードは、 140皿付近にみられた。面

積一密度法により引き延ばしたパバガレイの体長組成を図 2-3に示した。
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ミギガレイ

6月の調査におけるミギガレイの、漁獲水深は56"'"'142mで、

むつ小川原沖 142mでは523尾/krriと大きな値を記録した。そ

の他の海域では 32"'"'189尾/krriであった。

今回漁獲がみられた地点の底層部水温は9.6"'"'10. 7"C(漁獲

のなかった八戸沖水深75mの10.7"Cを除く)であった。

体長組成は 120""'"150mmを中心とする 114""'"205mmであった。

10/24""'" 11/9の調査におけるミギガレイの漁獲水深は80"'"' 

τF 
60 I 
50 

40 

30 

20 

10 

140 

120 

100 

80 

60 

40 

20 

圃 6/4自由19

100 110 120 130 140 150 180 170 180 190 200 
体長〈剛n)

10/24-111申

199mであった。むつ小川原沖 199mでは486尾/krri、八戸沖 142 9180110叩

mでは4必ω3ω0仇 dと大きな値を示した。個体の体長組成は 102"'"'190 図H ミギガレイ体長組言。m)

mであった。面積一密度法により引き延ばしたミギガレイの体長組成を図 2-4に示した。

その他入網物

・6月調査分

層化水深50mにおいて漁獲尾数が多かったのは、ニジカジカ、アイカジカ、キンカジカ等のカジカ

科魚類、ニギス、及びエゾハリイカと考えられるコウイカ類、スケトウダラ O歳魚であった。漁獲重

量ではニジカジカ、パパガレイが大きな割合を占めていた。

層化水深150mにおいて漁獲尾数が多かったのは、ニギスやキンカジカ、ニジカジカ等のカジカ科魚

類、スルメイカであった。漁獲重量ではスルメイカ、キアンコウ、ピクニン、パパガレイが大きな割

合を占めていた。

層化水深250mにおいて漁獲尾数が多かったのは、スケトウダラが多く、その他エゾイソアイナメの

チゴダラ科、ソコダラ類であった。漁獲重量ではスケトウダラ、マダラが大部分で、全体の82%を占

めていた。

層化水深350mにおいて漁獲尾数が多かったのはイトヒキダラを主とするチゴダラ科、カンテンゲン

ゲ・シロゲンゲ、を主とするゲンゲ、科であった。漁獲重量ではイトヒキダラが過半数の59%を占めていた。

・10...... 11月分調査分

層化水深50mにおいて漁獲尾数が多かったのは、ヤリイカ、ジンドウイカを主とするジンドウイカ

科、コウイカ科であった。その他はパパガレイ、ムシガレイを主とするカレイ科もみられた。漁獲重

量ではトラザメ、アイナメ、パパガレイ等が多くを占めていた。

層化水深 150mにおいて漁獲尾数が多かったのはニジカジカ、アイカジカ、キンカジカ等のカジカ

科、コウイカ、ヤリイカを主とするジンドウイカ科、カナガシラを主とするホウボウ科であった。漁

獲重量ではカジカ科魚類、ヤリイカが多くを占めていた。

層化水深250mにおいて漁獲尾数はタラ類がほとんど (90%以上)を占めていたと思われるが、マダ

ラの漁獲美数が未計数であったため、除外した。その他はマノレカワカジカ、ギスがみられた。漁獲重

量ではタラ類が93%を占めた。

表 lに漁獲物(魚類・頭足類)の層化水深別分布密度を、表2に面積一密度法による調査海域引き
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表2-2 水深別単位面積あたり推定分布重量(kg/krri) 
6月調査 10-11月調査

50' 150 250' 350 501 150' 250 
アンコウ目 アンコウ科 キアンコウ 127. 1 11. 8， 41. 9 

エイ目 ガンギエイ科 ガンギエイ科50. 8.7 
カサゴ目 アイナメ科 アイナメ 一3一2.123一46..85 一968..865一《 27.0i 4.3: 

ホッケ 19.7: 

ウラナイカジカ科 コブシカジカ 6.9 
カジカ科 アイカジカ 47.5 9.1 44.4 

キンカジカ
γ… 

1.2 37.8 0.3: 0.4 7.2 0.1 
ェジカジカ 140.5 84.1 51. 0 
マツカジカ 0.2 0.3 

クサウオ科 アパチャン 1. 0; 44.9 
クサウオ 1. 3: 19.3 
サケピクニン 6.2 
ピクニン 2.5 86.8 58.7 

ケムシカジカ科 ケムシカジカ 23.4 27.4' 7.8i 4.5 3.7 
トクピレ科 アツモリウオ 0.6 O. 1 

一一
lサテトプンクグロピウレトクピレ

39.6 
0.5: 

01..5 1 
O. 1 卜 0.1;

3.3 
ヤセトクピレ 0.0 
トクピレ科sロ 2. 1 

トリカジカ科 マノレカワカジカ 1. 9i 0.8' 10.7 
フサカサゴ科 ウスメバル 7. 1 

キチジ 0.9 
ユメカサゴ 1.0 0.0 
ソイ sp 0.0 

ホウボウ科 カナガシフ ト 6.9 12.6べ 27.8 
カナド 2.3 

カライワシ目 ソトイワシ科 ギス 2.3 10.4 3.4' 17. 1 
カレイ目 カレイ科 アカガレイ 6. 0.1 0.3 

サアプメガラガレイレイ ， 4.8 5. 1 
30.8 

ソウハチ

93.1 
720..4 9 

24.7 
0.6 

バパガレイ 31. 3 5.2 6.5 
ヒレグロ 2.9 10.4 3.4 。。 1.9 
ミギガレイ 1.8 14.2 4.3! 21. 9 
ムシガレイ 5.0: 
メイタガレイ 1.1 

ヒラメ科 タマガンゾウピラメ 1. 8i 
サケ目 ーギス科 ギス 26.4 0.9 0.1 2.3 
スズキ目 アカタチ科 スミツキアカタチ 0.0 

アジ科 カイワリ 1.5 
マアジ 2.0' 

カワピシャ科 ツボダイ 0.3 
ゲンゲ科 カンテンゲンゲ4・シロゲンゲ 311. 3 

サラザガジ 0.7 O. 1 
タイ科 チダイ 0.5 

101..0 2; …→…ー

ヒレコダイ

マダイ 0.8' 2.8: 
タウエガジ科 ナガツカ 8.5 34.7 
ーシキギンポ科 ギンポ 2.3 0.9 
ネズッポ科 ヤリヌメリ 1.1 0.3 
ヒメジ科 ヒメジ 1.2 O. 1 

タラ目 ソコダフ科 ソコダブ科叩. 7.2 0.0 
タラ科 スケトウダ烹 855.51 

スケトウダ'70+ 卜 0.9 2.0 13.5 0.6 1.1 58.2 
スケトウダラ1+以上 1065.9' 161. 4 6.6 
マダラ 2281. 3 
マダラ0+ 0.1 0.2 
マダラ 1+以上 21. 8 85.1 186.7 

チゴダラ科 イトヒキダラ 1311. 4 
エゾイソアイナメ 0.4' 13.2 32.9' 22.7 0.2' 

ツノザメ目 ツノザメ科 アプヲツノザメ 30.8 10.6 19.3 
ノ、ダカイワシ目 ハダカイワシ科 ハダカイワシ5D 0.2 
ヒメ目 アオメエソ科 アオメエソ 2.2 9.4 
フグ自 カワハギ科 ウマズラハギ 1. 3; 

カワハギ 0.3' 
ブグ科 マフグ 2.0 1.0 2.5' 3.9 

マトウダイ自 マトウダイ科 カガミダイ 4.9' 2.2 
マトウダイ 0.4 

メジロザメ自 トラザメ科 トラザメ 43.6 
ヨウジウオ目 サギプエ科 サギブエ 0.0 0.3 
ワートカゲギス目 ムネエソ科 キュウリエソ O. 1 
ツツイカ目 アカイカ科 スノレメイカ 7. 1 190.4 0.7 。.1 0.3 17.7 

ジンドウイカ科 ジンドウイカ 5.9 0.3 0.4: 
701..3 5 

ヤリイカ 10.2 19.7' 
ツメイカ科 ツメイカ 11. 1 

コウイカ目 コウイカ科 エ、ノハリイカ 16.4 10.7 27.3 45.8 
ダンゴイカ科 ダンゴイカsロ. 1.8 2.2 0.8 0.0 

八腕伊ノ自 マダコ科 イイダコ

3.3 
341..8 3: 

ミズダコ 31. 4 1.7 108.8 154.6 

※ 1/31.....3/9のマダラ・スケトウダラ 0+は正式には 1+ではあるが、ここでは0+と表示した。
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考察

(日本海)

ハタハタは本調査において水深135m以深より漁獲されているが、浅海域での漁獲はなかった。

ハタハタは 11月""1月に浅場で産卵するとされているため、今回の調査では浅海域での漁獲がな

かったものと考えられる。

マダラについては8/9"" 10/6の調査で2000年発生群の0+と考えられる 80凹をモードにもつ個体

群が漁獲された。これは高山~出来島の水深200"" 250mで漁獲されている。また、1/31"" 3/9の調

査では同様の海域でいになったばかりと考えられる 130mmの個体が漁獲されている。両個体群は2

つの調査期間中に成長があった同一発生群と推察される。

スケトウダラについては、 4/26"" 5/25で1+と考えられる 140mmをモードにもつ個体群が漁獲さ

れている。また、 8/9""10/6の調査では 190mmの個体群が漁獲されているが、両個体群は2つの調

査期間中に成長があった同一発生群と推察される。また、1/31"" 3/9の調査では2000年発生群の

1+になったばかりと考えられる 100mm前後の個体群が漁獲されている。昨年においても高山~出来

島海域で同様な結果が得られていることから、高山~出来島の水深250m前後の海域はタラ類の棲

息、生育場として重要な海域であると考えられる。

カレイ類についても 2000年度発生群と考えられる 0+個体が主に8/9"" 1 0/6の調査でみられた。

しかし、個体数は多くなかった。マガレイ、マコガレイについては主発生水深が、水深100m以浅の

海域にあると考えられる。一方、アカガレイ、ヒレグロについては、出来島~十三の、水深100m以

深において漁獲がみられた。よって、これらカレイ類の新規加入群を把握するためには、 8""9月

頃、対象魚種にあった水深帯で調査を検討してみる必要があると考えられる。

(太平洋)

マダラ・スケトウダラは本調査において2000年発生群と考えられる 0+、1998年以前の発生群と考

えられる 2+以上の個体群の漁獲はよく見られた。一方、 1999年発生群と考えられる体長20cm前後の

個体群は非常に少ない結果で、あった。若鷹丸5) での結果においても、マダラ、スケトウダラ 1999年

発生群は低水準としている。今後、これらの年級群が資源にどのような影響を与えるか調査を継続し

たい。

また、八戸周辺海域におけるマダラ・スケトウダラの分布水深は主に50""600mにみられ、高齢魚

はより深い水深帯にみられる傾向がある 6)。そのため、今回の調査水深帯では高齢魚については過小

評価となっている可能性がある。 0+に関しては本調査の6月における分布は水深250m以浅の比較的

浅海域に分布があり、青森県太平洋地先における新規加入群の状況把握はある程度可能であると考え

られる。しかし、本県太平洋海域に分布する太平洋系群マダラは仙台湾、岩手県沿岸に7)、スケトウ

ダラは噴火湾に主な産卵海域をもっ(大迫ほか1986服部 1997)とされている。また、マダラは東北

海域を、スケトウダラは東北~北海道海域を回避する 8) とされている。したがって資源水準の判断は

青森県のみの調査結果ではなく、他県の情報も参考にしつつ判断していく必要があると考えられる。

パパガレイについては本調査において体長14""18cm程度の小型個体が全体に占める割合が高く、こ

れらの個体は4""6歳9)程度の個体群であると考えられる。岩手県においてもパパガレイの小型個体
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が近年増加傾向にあるとの報告があり 10)、今後これらの小型群が資源増加に結びつく可能性がある。

ミギガレイについては本調査において体長 12，....._15cm程度の個体が全体に占める割合が高く、これら

の個体は3"""'6歳11)程度の個体群であると考えられる。岩手県における調査において、バパガレイ同

様、ミギガレイの小型個体が増加傾向にある 10) ことが指摘されている。今後の資源動向について調査

を継続する必要がある。その他の魚種についても今後調査検討を加えていきたい。

まとめ

曳網面積あたりの漁獲量を調査水域全体の資源量に引き延ばす面積密度法の有効性が指摘されてい

る(川原 1995)。それにならい、面積ー密度法により引き延ばした個体数、重量を示したが、①本調

査に使用されたトロールネットの漁獲効率が明らかにされていない。②本調査は(ワープの強度の問

題・破網を避ける)という観点から平坦な砂地~砂礁を中心に曳網を行った。そのため、根っき魚と

される魚種については過小評価となっている可能性が高い。③調査に用いられた調査船の調査可能水

深は400m位が限度である。④資源動向を把握するには調査回数が少ない(船の運行計画上スケジュー

ルは限られる。)以上より、本調査において取り上げた各種魚類の絶対的な資源量を求めることは難し

い。しかし、同調査を毎年継続、モニタリングすることで、相対的資源水準を求める可能性について

検討してみることが必要と考えられる。
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